
 
 
 
 
 

     
      

 
 
PRESS RELEASE 

   平成２４年５月１８日 

 

硝子体手術による病理診断 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学病院では、早くから病理診断科と眼科が連携して、眼内リンパ腫の的確な診断方法を確立して

いる。すなわち、硝子体手術によって硝子体混濁を切除し、その切除物の中の細胞を遠心分離で集めて

細胞の塊(cell block)にして、通常の組織と同じようにパラフィン包埋して切片を作成し、免疫化学染色

を行っている。正確な病理診断に基づいて、リンパ腫と炎症を区別して、治療方針を決めることが可能

になっている。他施設では、免疫化学染色を行わない細胞診（細胞の形態にのみ基づく診断）で診断し

ていて、岡山大学病院で行っている方法が優れている。 

Immunocytochemical diagnosis as inflammation by vitrectomy cell blocks in patients with vitreous 

opacity. 

硝子体混濁を呈した患者におけて、硝子体手術による混濁切除によって得た細胞塊(cell block)の免疫化

学染色に基づく病理診断 
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参考 

Positron emission tomography/computed tomography after immunocytochemical and clonal 

diagnosis of intraocular lymphoma with vitrectomy cell blocks. 

硝子体手術による細胞塊の免疫化学染色とクローン解析に基づいた眼内リンパ腫の診断と PET/CT 
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